骨粗鬆症性椎体骨折に対する片側後方進入椎体再建術(片側PVCR) by 青山 直樹 et al.















選択的に行っている． 今回は経験した 6 症例の成績
を報告する．
【対象および方法】
2015 年 1 月から 2016 年 3 月までに片側 PVCR を
行った 6 例である．全例胸腰椎移行部であり，椎
体内 cleft を有する偽関節症例は 6 例中 4 例であっ
た．手術時平均年齢は 78.3 歳で男性 3 例，女性 3 例
で，平均術後経過観察期間は 9.1ヶ月であった．症
例の詳細を示す．6 例中 5 例が軽微な外傷で発症
し，全例腰痛を認め，しびれや歩行困難を訴えてい
た．骨粗鬆症治療は 6 例中 4 例でされており，術前


























平均出血量は 695ml，術後合併症は Pedicle screw
の back out を 1 例認め，後日追加手術を行った．
生命にかかわる重篤な合併症はなかった．術後下肢
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麻痺は，術前全例 Frankel C で歩行立位困難であっ




















け，bone tip を充填した 30mm×13mm 径の mesh 








































































定併用椎体形成術 ─脊柱バランスは QOL に影響を及
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